
②情報活用能力の育成

　・進路についての情報を多面的・多角的に集め、検討する。

① ② ③ ④

８日（火）～１４日（月） 現在における生徒の進路希望の確認 ＊ ＊ ＊

１５日（火）～２１日（月） 具体的な進路先決定と進路実現へのアドバイスを行う。

７日（水）～１３日（火） 生徒の日常生活の把握と改善策の模索 ＊ ＊ ＊ ＊

２２日（木）
大学・短大、専門学校、就職、公務員の４分野に分かれ、それぞれの最近の動
向を知り、専門分野について理解を深めさせる。また、保護者に対してもマ
ネープランニング講座を設け、教育資金について知ってもらう。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１７日(土）
公務員希望者対象の模試を実施し、学力を客観的（校内順位・全国偏差値）に
把握し、合格の判断材料とする。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

６月 ８日（日）
公務員希望者対象の模試を実施し、学力を客観的（校内順位・全国偏差値）に
把握し、合格の判断材料とする。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１（火）～ 本校に寄せられた求人票を随時まとめ、生徒に公開する。 ＊ ＊ ＊ ＊

上旬～下旬
生徒の実態について、保護者と学校側が情報を共有し、進路希望を具体的に
決定、確認する。今後の日程の確認をする。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

中旬
就職希望の生徒を集め、企業見学のしかた、履歴書の書き方、面接の受け方
等に対する指導をする。

＊ ＊ ＊

７月後半～８月中
受験を希望する企業を、進路課・３年部が連絡を取り、見学・訪問する。企業側
は、企業の説明を行う。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

上旬
午前はグループに分かれ、照れずに話す練習を行い、コミュニケーションのとり
方を学ぶ。午後は面接の具体的な練習を行う。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

上旬
専門学校から講師を招き、公務員試験に向けて学力を伸長させるとともに公務
員試験合格に向けてのノウハウを得させる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

中旬
生徒の希望就職先が、生徒本人にとって適切であるかどうかを生徒の学校生
活全体の記録を見ながら検討する。

＊ ＊ ＊

８月中 履歴書・出願書類を清書して各クラス担任に提出する。 ＊ ＊ ＊

８月１８日（月）～２２日（金）
就職試験における面接対策として、希望者に対し、管理職、学校評議委員、保
護者代表が模擬面接を行い、面接能力を高める。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

３日（水） 就職試験に応募する。 ＊ ＊ ＊

８日（月）～１２日（金）
就職希望者全員を対象に、就職試験における面接対策として、模擬面接を行
い、面接能力を高める。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１２日（金） 就職試験前日ならびに当日の過ごし方の指導及び激励 ＊ ＊ ＊

１６日（火）～ 就職試験受験 ＊ ＊ ＊ ＊

随時
就職試験で行われた試験の内容を生徒から報告させ、次年度以降の就職試
験対策に役立てさせる。

＊ ＊

９月３０日（火）～１０月６日（月） 生徒の日常生活の把握と就職後に向けた改善策の模索 ＊ ＊ ＊ ＊

随時 採用を内定した企業へお礼状を送る指導。 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

随時
高校卒業後、一社会人としての自覚を持ち、自立していくための準備課題（学
習面、生活面等）に取り組ませる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

未定
就職未定者が対象で、まだ求人に余裕がある企業によって、生徒募集を行う。
ハローワーク主催。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

随時
高校卒業後、一社会人としての自覚を持ち、自立していくための準備課題（学
習面、生活面等）に取り組ませる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１２月 随時
高校卒業後、一社会人としての自覚を持ち、自立していくための準備課題（学
習面、生活面等）に取り組ませる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

１月 随時
高校卒業後、一社会人としての自覚を持ち、自立していくための準備課題（学
習面、生活面等）に取り組ませる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

２月 随時
高校卒業後、一社会人としての自覚を持ち、自立していくための準備課題（学
習面、生活面等）に取り組ませる。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

※　日程は変更されることがあります。
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令和７年度　　３年生[就職用]　　進路シラバス

①人間関係形成（コミュニケーション）能力の育成

月 日（曜日） 行事

静岡県立稲取高等学校　進路課

　・様々な立場の人と場に応じた適切なコミュニケーションを図る。

　・自分の職業的な適性や能力を理解し、それを受け入れて伸ばそうとする。

　・上級学校での模擬授業やインターンシップなどに参加する。

　・将来設計の実現を目指し、課題を設定し、その解決に取り組む。

③将来設計能力の育成

　・人生の様々な時期における役割と責任を理解する。

　・現実的な理解に基づき、将来設計・進路計画を立てる。

④意思決定能力の育成

　・自己の意思と責任で当面の進路を主体的に選択する。
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